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Ⅰ．問題と目的

子育ては母親にとって幸せや喜び，やりがいを感じ
ると同時に，不安や悩み，ストレスの否定的感情も伴
う1）。母親が不安やストレスを感じた時，さまざまな
方法でストレスに対処しようとする2）が，対処できな
かった時に育児負担を感じ，場合によっては児童虐待
につながっていく可能性もある3）。

保育所や幼稚園などを含む地域において，育児負担
感を軽減する育児仲間からのサポートの重要性が指摘
されている。大豆生田4）は，﹁親を﹁支援されるべき﹂
対象としがちな実態もあるが，親同士（育児仲間）で
問題を解決していく力がある，親同士のちょっとした
交流やつながりは子育ての多くの悩みを解消してくれ
る﹂と述べている。子育てという同じ立場の親が出会
い，育児にまつわる不安を分かち合い，助け合うこと
が重要といえよう。加えて近年，育児仲間からのサポー
トが育児不安を低める効果がある2）といわれており，

育児仲間のサポートに着目する必要性がある。
これまで，母親が他者から受けるサポートは，主に

ソーシャルサポートと育児負担感や育児不安，抑うつ
などの否定的感情との関連性でとらえられてきた。先
行研究では，夫を含む家族からのサポートが母親の育
児に対する否定的感情を軽減するという研究報告が数
多くなされている2，5～9）。育児仲間を対象とした研究で
は，育児仲間からのサポートが母親の育児不安を軽減
する効果がある9）ことや，育児仲間からのサポートは
母親に対して肯定的な効果が大きいが否定的な効果も
みられるという報告もなされている10）。しかし，育児
仲間からのどのようなサポートが，育児負担感の軽減
につながるかについては明らかになっていない。

近年のソーシャルサポートと育児負担感の研究で
は，育児肯定感にも目が向けられている1，11～13）。実際
に家族からのサポートと育児肯定感との正の関連性
が明確にされている1，11～13）。子育てでは，子育てに悩
み疲れたといった育児負担感を抱えるのと同時に，子
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どもを愛おしく可愛い，子育てにやりがいを感じると
いった育児肯定感を併せ持つものである。住田14）は，

﹁育児に携わっている限り，誰もがある程度の育児負
担感を抱えるが，通常は育児の肯定的感情が確固とし
ているために育児負担感が喚起されることはない﹂と
説明している。荒牧ら11）も，﹁サポートの受容が，直
接育児不安の軽減につながるというよりも，育児肯定
感のようなポジティブな側面に働くことで間接的にネ
ガティブな感情を低めることに役立っている﹂と述べ
ていることから，育児負担感の先行要因として育児肯
定感が挙げられるといえよう。したがって，育児仲間
からのソーシャルサポートと育児負担感との関係につ
いて，育児肯定感を含め検討する必要があると思われ
る。

本研究は，乳幼児をもつ母親の﹁育児仲間﹂に着目
し，育児仲間からのソーシャルサポート，育児肯定感，
育児負担感の関連性について明らかにすることを目的
とする。具体的には，①育児仲間からのソーシャルサ
ポートが育児肯定感にどのような影響を与えるのか，
②育児仲間からのソーシャルサポート，育児肯定感，
育児負担感にはどのような関係性があるのか，の２点
について検討する。育児仲間からのソーシャルサポー
トとして，道具的サポートと情緒的サポートを設定す
る。理由として，ソーシャルサポートについて多様な
種類が考えられているが，大まかには道具的なサポー
トと情緒的なサポートの２種類に分類できるというこ
とは，おおむねどの研究者にも共通する考えとなって
いることが挙げられる15）。さらに，ソーシャルサポー
トと一括にするよりも，方法や知識の提供を含む道具
的サポートとメンタルケアを含む情緒的サポートとい
うように区分する方が，実際的な子育て支援を検討す
る時に有効と考えた。

なお，本研究において育児負担感を下記のように定
義づける。育児負担感とは，育児に対するネガティブ
な認知評価のことをいう。育児負担感，育児困難感，
育児ストレスについては先行研究1～3）において明確な
定義がなされておらず，内容が混同して使用されてい
ることが多いため，本研究では育児負担感に用語を統
一して使用した。

Ⅱ．対象と方法

１．分析モデルと仮説

本研究の分析モデルは図のとおりである。育児負担

感を従属変数にし，育児仲間からのソーシャルサポー
トとして道具的サポートと情緒的サポートを独立変数
とした。また，媒介変数として育児肯定感を設定した。
分析モデルに基づき検討される仮説は，次の２つであ
る。
仮説１：育児仲間からのソーシャルサポートを受容

していると感じている母親ほど，育児肯定感が高い。
仮説２：育児仲間からのソーシャルサポートと育児

負担感との関係は，育児肯定感によって媒介される。

２．調査概要

調査は，A 県内の３市町における認定子ども園１園，
保育園３園，幼稚園２園の乳幼児（０～６歳）をもつ
母親を対象として実施された。園ごとに園長または学
級担任が母親に質問紙を配布し，母親が回答した後，
園に提出したものを著者が回収した。質問紙には，回
答は無記名で統計的に処理されること，個人情報の漏
洩はないことを明記した。質問紙は，2016年５～６月
にかけて配布した。結果，364名（回収率84.9％）の
有効回答を得た。なお，調査の実施前，各園の園長に
質問紙のチェックを依頼し調査実施の了解を得た。さ
らに，１市の子育て推進課に調査依頼をし，調査実施
に質問紙の内容を含め課題がないことを確認してい
る。回答者の平均年齢は，32.36歳（SD＝9.03）であっ
た。子どもの人数の平均は，2.10人（SD＝0.79）であっ
た。家族形態は，核家族84.6％，拡大家族12.4％であっ
た。母親の職業は，専業主婦17.6％，兼業主婦76.9％，
育児休業中0.03％であった。なお，研究の実施にあた
り，和歌山信愛女子短期大学研究倫理委員会に申請し，
承認を得ている。

３．調査項目

1）独立変数

ソーシャルサポートは，小牧ら16，17）の道具的サポー
ト，情緒的サポートを参考にした。道具的サポートに
ついては，﹁子育て仲間は，わたしの子育ての苦労に
対して助言してくれる﹂，﹁子育て仲間は，わたしに子
育ての方法を教えてくれる﹂，﹁子育て仲間は，わたし
の子育てに役立つアドバイスをしてくれない（逆転項
目）﹂，﹁子育て仲間は，わたしが子育ての新たな知識
を得ることに力を貸してくれる﹂の４項目である。情
緒的サポートは，﹁子育て仲間は，わたしが子育てで
落ち込んでいる時，元気づけてくれる﹂，﹁子育て仲間
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は，わたしが子育てで悩んでいる時，相談にのってく
れる﹂，﹁子育て仲間は，わたしの子育てを﹁あなたの
やり方でよい﹂と言ってくれる﹂，﹁子育て仲間は，わ
たしが子育てで気が動転している時，同情を示してく
れる﹂の４項目を設定した。
2）従属変数

育児負担感は，中嶋ら18，19）の育児負担感尺度の中の
育児への否定感情を参考にした。具体的には，﹁子育
てによって自分の健康が損なわれる気がする﹂，﹁子育
てそのものにしんどさを感じる﹂，﹁子育てに何となく
自信がもてない﹂，﹁子育てに疲れて育児を放棄したく
なる﹂の４項目である。
3）媒介変数

育児肯定感は，荒牧20）の育児感情尺度のうち肯定的
感情を参考にした。具体的には，﹁子どもを育てるの
は楽しいと思う﹂，﹁子どもを育てることは，有意義で
すばらしいことだと思う﹂，﹁子どもの成長が楽しみだ
と感じる﹂，﹁子どもを育てることによって，自分も成
長していると感じる﹂の４項目である。
4）統制変数

分析に用いる統制変数として，母親の年齢（実数），
家族形態（ダミー変数﹁０＝核家族﹂，﹁１＝拡大家族﹂），
子どもの人数（実数）の３つを設定した。

以上の独立変数，従属変数，媒介変数を構成する項
目に関して，５件法によるリッカート尺度（１：まっ
たくあてはまらない～５：よくあてはまる）で回答し
てもらった。

４．分析方法

調査データの解析にあたっては，SPSS ver. 21を用
いた。ソーシャルサポートとして道具的サポート４項
目，情緒的サポート４項目，育児肯定感４項目，育児
負担感４項目に関して，それぞれの項目を構成する尺
度の信頼性係数（Cronbach のα）を求めた。

媒介効果の検証において，Baron ら21）による検証方

法を用いた。媒介効果が確認されるためには，１）従
属変数に対して，独立変数が有意な直接効果を与えて
いること，２）媒介変数に対して，独立変数が有意な
直接効果を与えていること，３）従属変数に対して，
媒介変数が有意な直接効果を与えていること，および，
４）従属変数に与える独立変数の直接効果の影響力が，
媒介変数を重回帰式に追加投入した場合にどの程度弱
まるのかの４つの検証が必要である。

Ⅲ．結　　　果

１．信頼性分析

独立変数，媒介変数，従属変数の信頼性係数を求
めると，道具的サポートα＝ .85，情緒的サポートα
＝ .92，育児肯定感α＝ .78，育児負担感α＝ .79であっ
た。信頼性係数の値がいずれも .70以上であり，尺度
の内的一貫性が確認された22）。分析に際して，各変数
を構成する項目の平均値を用いた。各変数の平均，標
準偏差，および相関行列を表１に示す。

２．育児仲間からのソーシャルサポートと育児肯定感の

関係性

すべての重回帰分析において多重共線性の確認を
行った。道具的サポートと情緒的サポートの間にやや
高い相関が認められるが，重回帰分析投入後に VIF

（Variance inflation factors） 値 を 算 出 し た と こ ろ，
VIF＜1023）であったため多重共線性の問題が生じてい
ないことを確認した。よって，道具的サポートと情緒
的サポートを独立変数として用いることにした。分析
の結果は表２のとおりである。モデル１～５の説明を
すると，﹁モデル１：統制変数と育児肯定感との関係﹂，

﹁モデル２：統制変数，道具的サポート，情緒的サポー
トと育児肯定感との関係﹂，﹁モデル３：統制変数と育
児負担感との関係﹂，﹁モデル４：統制変数，道具的サ
ポート，情緒的サポートと育児負担感との関係﹂，﹁モ
デル５：統制変数，道具的サポート，情緒的サポート，

図　本研究の分析モデル
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育児肯定感と育児負担感との関係﹂をみたものである。
育児仲間からのサポートと育児肯定感との関係を明

らかにするために，階層的重回帰分析を行った。モデ
ル２の結果から，道具的サポートから育児肯定感（β
＝ .36，p＜01）に対する標準偏回帰係数は有意であっ
たが，情緒的サポートから育児肯定感に対する標準偏
回帰係数は有意ではなかった（β＝－ .11，p＝ n.s．）。
以上から，仮説１について育児仲間からの道具的サ
ポートを受容していると感じている母親ほど，育児肯
定感が高いことが明確となった。

３．育児仲間からのソーシャルサポート，育児肯定感，

育児負担感の関係性

育児仲間からのソーシャルサポートと育児負担感と
の間における育児肯定感の媒介効果を明らかにするた
めに，階層的重回帰分析を行った。結果は表２のとお
りである。結果の記述については，Baron ら21）の４ス
テップに従う。

まず，モデル４の結果から，道具的サポートから育
児負担感（β＝－ .28，p＜01）に対する負の標準偏
回帰係数は有意であった。しかし，情緒的サポートか

表２　仮説１および仮説２の検証（階層的重回帰分析結果）
育児肯定感 育児負担感

モデル１ モデル２ モデル３ モデル４ モデル５
回帰係数 回帰係数 回帰係数 回帰係数 回帰係数
（β） （β） （β） （β） （β）

Step１ 統制変数
母親の年齢 － .06 － .01 .01 .06 .04
家族形態 .01 .00 － .04 － .04 － .04
子どもの人数 .06 .01 － .09 .09 － .06
R２ .01 .01
Adj-R２ － .00 .00
F 値 .71 1.55
Step２ 独立変数
道具的サポート .36** － .28** － .10
情緒的サポート － .11 .10 .05
R２ .09 .06
Adj-R２ .07 .05
Δ R２（１－２） .08** .05**
F 値 6.31** 4.23**
Step３ 媒介変数
育児肯定感 － .51**
R２ .29
Adj-R２ .28
Δ R２（２－３） .23**
F 値 22.43**
*p<.05，**p<.01

表１　分析に用いた変数の平均，標準偏差，および相関行列
変数 M SD １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１　母親の年齢 32.36 9.03 1.00
２　家族形態 .13 .33 .02 1.00
３　子どもの人数 2.10 .79 .04 .05 1.00
４　道具的サポート 3.99 .74 － .05 .01 .00 1.00
５　情緒的サポート 4.12 .75 － .04 － .02 .08 .75** 1.00
６　育児肯定感 4.42 .57 － .06 － .03 .05 .29** .17** 1.00
７　育児負担感 2.58 .86 .08 － .02 － .07 － .21** － .13* － .53** 1.00
*p<.05，**p<.01
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ら育児負担感に対する標準偏回帰係数は有意ではな
かった（β＝ .10，p＝ n.s．）。

次に，モデル２の結果は，﹁Ⅲ．結果 ２．﹂で明ら
かにしたように，道具的サポートから育児肯定感に対
する標準偏回帰係数が有意であった。さらに，モデル
５の結果より，育児肯定感から育児負担感（β＝－ .51，
p＜ .01）に対する負の標準偏回帰係数は有意であった。

最後に，モデル４，５より，育児負担感に有意な負
の影響を及ぼしていた道具的サポート（β＝－ .28，p
＜01）が媒介変数である育児肯定感を重回帰式に追加
投入した場合，道具的サポートが育児負担感に与える
直接効果は有意ではなく（β＝－ .10，p＝ n.s．），育
児肯定感の完全媒介効果が確認された。完全媒介効果
とは，﹁独立変数→媒介変数→従属変数﹂の経路が確
証された状態を意味する。

以上から，仮説２について育児仲間からの道具的サ
ポートと育児負担感との関係は，育児肯定感によって
媒介されることが明確となった。

Ⅳ．考　　　察

本研究から，①育児仲間からの道具的サポートが育
児肯定感を高めること，②育児仲間からの道具的サ
ポートは，育児肯定感を媒介し，最終的に育児負担感
を軽減することが明らかとなった。結果に基づき３点
について考察する。

第１に，育児仲間からの道具的サポートが育児肯定
感を高めることである。これまでの研究においては，
夫を含む家族からのサポートが育児肯定感を高めるこ
とは明らかにされてきた1，11～13）。しかし，核家族化や
少子化の進行，父親が家事や育児の時間を確保するこ
とが困難24）な社会の現状がある。家族からのサポート
が困難となっていることから，他者つまり育児仲間か
らのサポートが必要であるといえる。本研究から，育
児仲間からの道具的サポートが育児肯定感を高める
ことが明らかとなったため，育児仲間からの道具的サ
ポートに着目する必要があるといえよう。

若い親世代は少子社会の中で育ち，幼い子どもの世
話をした経験がなく，身近に子育てにあたる親の姿を
見る機会も乏しい環境に育っている25）。そのことから，
自分の子どもに合った育児に関する情報や，子育ての
方法といった道具的サポートを得ることが困難になっ
ている可能性がある。さらに，子育ては日々発達する
子どもに対して，その時々の対応力が求められる。そ

のため子どもに対して常に新しい育児方法が求められ
る。だからこそ，育児仲間から道具的サポートを得る
ことが重要となってくる。同じ年頃の子どもをもつ育
児仲間で，子育ての方法やアドバイスをやり取りする
中で，子育て期を支え合うことが育児肯定感を高める
ことにつながるといえよう。

第２に，育児仲間からの道具的サポートは，育児肯
定感を媒介し，その結果，育児負担感が軽減されるこ
とである。つまり，先行研究において指摘されている
育児負担感の先行要因として育児肯定感が存在したこ
とになる。子どもを育てる中で，まずは育児のすばら
しさ，やりがいや魅力に気づくといった育児肯定感が
必要である。自分の子育てに関する強みや良さに気付
き，自信をもつという育児肯定感が，育児負担感の軽
減につながると考えられる。母親が，自分自身の子育
てに対する肯定的な側面に気づくということが重要と
いえよう。そのためには同じ立場である育児仲間から，
情報や知識といった道具的サポートを提供され育児肯
定感を高めることが望ましいことが明確になった。子
育てにおけるストレスでは，直接的に効果のある軽減
策を考えることも重要であるが，育児肯定感が育児負
担感に影響することから育児肯定感に着目していくこ
とも今後は求められるといえよう。

第３に，今後の子育て支援の在り方について考察す
る。子育て中の母親にとって，地域における子育て支
援施設は子育て仲間を得るための大切な場である。そ
こでは，母親を﹁支援されるべき対象﹂として位置づ
け4），これまで支援者が直接的に母親へ支援する実践
がなされてきている。さらに，保育所保育指針26）にお
いても保育者による保護者支援が明記されており，こ
こでも保護者は支援対象として位置づけられている。
本結果より，母親が他の母親にサポートできるように，
支援者はアプローチしていくことが重要であることが
示唆される。母親が主体となり，﹁子育てを支援し支
援される子育て仲間の関係性﹂を支えることが大切で
ある。支援者は，場づくりと，来館する母親の特徴を
把握して母親をつなぐ役割，さらには，子育て仲間同
士で道具的サポートを提供し合えるように，専門職に
よる子育て講座や，先輩ママとの交流などの﹁学びの
場の提供の支援﹂が，さらなる子育て支援の充実につ
ながるといえる。

本研究の限界と課題は以下の２点である。１つ目は，
育児仲間からの道具的サポートの具体的内容について
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明確にできていない点が挙げられる。道具的サポート
が育児肯定感や育児負担感に影響を与えることが明ら
かとなったが，いつ，どのような方法で，具体的ない
かなるサポートが提供されたのかに関しては課題が残
された。今後，質的な分析を通して具体的サポート内
容を可視化していくことが求められると思われる。２
つ目は，本研究において子どもの年齢が考慮されてい
ない点である。ソーシャルサポートと育児に対する肯
定的・否定的感情を扱った研究では子どもの年齢が踏
まえられている12，27）。今後，調査の実施においては，
子どもの年齢を含めて分析していくことが必要と思わ
れる。

Ⅴ．結　　　論

乳幼児をもつ母親の育児仲間からのソーシャルサ
ポートに注目し，育児仲間からのソーシャルサポート
が育児肯定感や育児負担感にどのように影響している
のかを調べるために，質問紙調査を実施した。量的に
分析した結果，下記２点が明らかとなった。
１．育児仲間からの道具的サポートは，育児肯定感を

高める。
２．育児仲間からの道具的サポートは，育児肯定感を

高め，最終的に育児負担感を軽減させる。
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〔Summary〕
This study investigates the relationships of social sup-

port by peers，affirmative feelings and caregiver bur-

dens of mothering infants．Specifically，it addressed two 

themes：［1］ relationships of support from others caring 

for children with affirmative feelings about child care，

and ［2］ ways in which support from other child-carers 

with affirmative feelings about child care affects moth-

ers’feelings that child care is a burden．A questionnaire 

survey of mothers with infants was conducted，which 

obtained valid responses from 364 people．The results 

clarified that ［1］ instrumental support from others car-

ing for children enhances affirmative feelings about child 

care，and ［2］ instrumental support from others caring 

for children alleviates feelings that child care is a bur-

den through encouraging affirmative feelings about child 

care．Based on the results，one recommendation is that 

it is necessary to focus on instrumental support that 

provides knowledge of and advice from others caring for 

children．
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affirmative feelings of mothering infants，
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